
 

【戸塚区】令和４年第２回区づくり推進横浜市会議員会議 議事録 

 

開催日時 令和 ４年 ６月 ８日   14 時 00 分 ～  15 時 20 分 

場  所 戸塚区総合庁舎９階特別会議室（ＷＥＢ会議） 

出 席 者 

【座    長】鈴木太郎議員 

【議 員：５名】伏見幸枝議員、中島光徳議員、岩崎ひろし議員、 

山浦英太議員、坂本勝司議員 

【戸塚区：21 名】國本直哉区長、小島寿也副区長、 

飯野真理福祉保健センター長、松本真佐人福祉保健センター担当部長、 

林総土木事務所長、岸信行災害対策担当部長（戸塚消防署長） 

ほか関係職員 

議  題 令和４年度個性ある区づくり推進費戸塚区予算執行計画等 

発 言 の 

要  旨 

岩崎議員：９ページ「災害に強いまちとつか」に向けた防災・減災強

化事業について、ハザードマップは戸塚区ではいつから配布が始まる

のか。 

 

藤咲総務課長：洪水ハザードマップ、内水ハザードマップを合わせた

浸水ハザードマップの配布については、戸塚区では６月13日から７月

10日までの間に区内の全世帯、全事業所を対象に配布する。 

 

岩崎議員：対象となる地域の方々に、ハザードマップで指摘されてい

る避難の問題や、日頃からどのような備えが必要かということを、ハ

ザードマップを活用して知ってもらわないといけない。そのための啓

発や訓練が非常に重要で、戸塚区の特性に合った形で周知していく必

要があると考えるが、どう考えているか。 

 

藤咲総務課長：広報よこはま６月号では、「日頃から備えましょう」

というテーマで特集記事を組み、ハザードマップについて周知してい

る。また、今回のハザードマップ配布に合わせて、マイ・タイムライ

様式１ 



ンのシートも配布するが、作成のためのフォローが必要と考えており、

区のツイッターを活用して、マイ・タイムラインの作成について促す

ような広報に努めていきたい。 

 

岩崎議員：各地域の防災訓練を実施する際、マイ・タイムラインの用

紙が配付され、実際に使ってみるといった実施訓練も非常に重要なた

め、工夫して具体化して欲しい。 

続いて、18ページ、「戸塚駅周辺サイン改修・設置事業」について、

戸塚駅周辺の広報掲示板は良い取組だった。ただ、戸塚駅東口のバス

路線の混雑緩和やタクシー乗り場の移転の要望が多い。そうした問題

への検討状況を含めて、広報掲示板を更新していく考えはあるか。 

 

雨堤区政推進課長：東口の混雑緩和やタクシー乗り場移転については、

社会実験の実施を関係者と協議しており、進捗状況についてお示しで

きるタイミングで広報等は進めていきたい。 

 

山浦議員：身近で親しみのある区役所づくりには広聴マインドが重要

と考えるが、区長の考えを聞かせて欲しい。 

 

國本区長：区民の皆様の声を聞いて悪い点があれば改善に繋げていく。

また、積極的な意見やプラスの意見を大切にして、区の運営に反映さ

せていきたい。 

 

山浦議員：広聴マインドは非常に重要で、相談内容に寄り添い、アフ

ターフォローをするぐらいの気持ちや姿勢を持っていくことも大事だ

と考える。福祉の話では、区役所、高齢者施設、住まいの相談センタ

ー、また健康福祉局が連携を取ることが重要と考えるが、どう考える

か。 

 

山崎高齢・障害支援課長：すべての相談に対して区役所窓口で対応で

きるものではなく、専門部署に案内することはある。ただ、当事者の

方に寄り添った支援を第一に考えることが重要と考えている。 

 

 



山浦議員：ぜひ区役所も、今後、横浜市の福祉の相談をどうしていく

か課題意識を持って取り組んでもらいたい。また、広聴マインドに関

する取組を強化していただきたい。 

 

中島議員：９ページ「災害に強いまちとつか」に向けた防災・減災強

化事業のマンション防災について、管理会社に向けたマンション防災

出前講座は何件ぐらい予定されているか。 

 

藤咲総務課長：出前形式の研修は昨年度７件の実績となっている。今

年度も要望に応じて対応していく。 

 

中島議員：地域防災拠点について、県立高校の補充的避難所の現在の

状況を教えて欲しい。 

 

藤咲総務課長：県立高校の補充的避難所については、上矢部高校で一

時的な避難場所としての活用を想定した検討が進んでいる。先日、地

域の方々と校長を交えて現地確認を行ったところである。今後も引き

続き地域と学校との調整を続けていきたい。 

 

中島議員：分散避難を中心とした地域防災拠点のあり方として補充的

避難所を活用して欲しい。 

続いて、災害時停電対策について、災害が起こったときに活用でき

るように、今後、地区センターに発電機があることを念頭に地域の訓

練を実施することや、広報することを考えて欲しい。 

 

藤咲総務課長：電源を必要とする医療機器を使用している方にとって、

停電時の対策は本当に重要なものと考えている。自助での対応が原則

だと思うが、長時間の停電になったときにどうするかが課題であり、

そのためのバックアップを進めていきたい。 

 

中島議員：17ページ「スポーツ・レクリエーション振興事業」のオリ

ンピック・パラリンピック競技体験事業について、スポーツセンター

で実施するのか。 

 



岩崎地域振興課長：10月中旬に戸塚スポーツセンターで行う予定。 

 

中島議員：オリンピックで注目された、スケートボード等を子どもた

ちに教える場ができてありがたい。競技体験のときにでも、戸塚区に

スケートボードの公園ができるということを広報して欲しい。 

 

岩崎地域振興課長：戸塚区内には実際にスケートボード等をやられて

いる方もいるので、ご協力も得ながら、なるべく多くの方に舞岡町公

園を知ってもらい、より賑やかになるよう、この事業を進めていきた

い。イベント当日もＰＲに努めていきたい。 

 

中島議員：子どもたち、若い世代の人たちが喜ぶ計画があるというこ

とを、ぜひ今から広報していって欲しい。 

 

伏見議員：歩道等の工事中に点字誘導ブロックが使えなくなっている

状況も見られるが、土木事務所から指導はされているか。 

 

塚田土木事務所副所長：工事中のバリアフリーという観点で施工業者

には指導している。お気づきの点があったら土木事務所に連絡をお願

いしたい。 

 

伏見議員：気がついたときには土木事務所にお知らせするが、土木事

務所でも巡回等の際に気がつけば指導をお願いしたい。 

続いて、13ページ「子育て家庭のヘルスアップ事業」について、離

乳食の指導教室の６月の実施はこれからか。 

 

鈴木福祉保健課長：６月、９月、12月、３月と年４回実施していく。

第１回目は６月からとなっている。 

 

伏見議員：１回当たり何名募集するのか。 

 

鈴木福祉保健課長：10組の参加枠で募集する。 

 

 



伏見議員：離乳食から幼児食へ変わるときは、分からない部分も多く

大変なので、しっかりやっていただいて大変ありがたい。親も一緒に

調理できるのか。 

 

鈴木福祉保健課長：栄養士が室内で調理するのを見ていただいている。 

 

伏見議員：コロナ禍の中では、いろいろな場所に出向けていない親も

多く、できる限りこういったものを進めていって欲しい。 

 

坂本議員：ＷＥＢ会議の実績を教えて欲しい。 

 

雨堤区政推進課長：外部との会議は令和４年１月までで約500回の実績

となっている。 

 

坂本議員：外部との会議は、どのような相手との会議か。 

 

雨堤区政推進課長：具体的な実績としては、子育て連絡会、親子フェ

スタの事前説明会、民生委員主任児童委員関係などとなっている。 

 

坂本議員：戸塚区は実績があるので、ノウハウをしっかりと蓄えて、

この先も有効活用をお願いしたい。 

続いて、区民まつりについて、規模はコロナ禍以前と同じくらいと

想定しているか。 

 

岩崎地域振興課長：区制80周年に向けて東戸塚小学校にプラスして、

日立のグラウンドを一部借りて、拡大して実施した。令和４年につい

ては東戸塚小学校のグラウンドだけで行う。今年度は持ち帰り用に包

装されたものの販売は可能として、学校の中での食事はお断りすると

いうことで進めている。 

 

坂本議員：消防車両、はしご車や警察車両も含めて特殊車両の乗車体

験を楽しみにしている方もいるが、これは継続されないのか。 

 

 



岩崎地域振興課長：今回は学校のみで開催するため、はしご車は難し

いのではないかと考えている。一方で、警察車両のようなものは可能

なので、これからの企画委員会で詳細を検討していく。 

 

坂本議員：10ページ「防犯力強化事業」の迷惑電話防止機能付き電話

機の購入に対する補助について、区内で電話機を販売している量販店

や街の電気屋等との連携は図られているのか。 

 

岩崎地域振興課長：４月の募集開始前から、区内の電気量販店３店舗

にチラシを設置している。 

 

坂本議員：街の電気屋を含めて幅広く考えていただき、購入した人が

制度を知らなかった、ということがないように広くＰＲをお願いした

い。 

 続いて、18ページとつか魅力再発見事業のウナシーについて、ウナ

シーの貸出の状況を教えて欲しい。 

 

岩崎地域振興課長：令和元年度は62件、２年は14件、３年は19件とい

う実績だった。今年度は数が少しずつ戻ってきて、屋外のイベントだ

けでなく、動画等を撮影する際に一緒に参加したいという要望があり、

30～40件程度になる見込み。 

 

坂本議員：学校訪問など、ウナシーから動くようなことをやって良い

のかなとも考える。認知度向上に努めて欲しい。 

 続いて、LINEの公式アカウントの活用について、非常に良いシステ

ムだと思うが、道路通報システムでは戸塚区のカウントはとっている

のか。 

 

塚田土木事務所副所長：戸塚土木事務所では集計していないが、道路

局で各区の件数はカウントしている。 

 

坂本議員：LINEで電話相談される方、写真を撮って通報される方等様々

だが、区の件数等がまとまっている資料があれば後で良いのでいただ

きたい。 



 

塚田土木事務所副所長：道路局に資料を提供するよう連絡する。 

 

坂本議員：太陽光発電について、区庁舎では順調に発電されているの

か。 

 

藤咲総務課長：今年４月の実績として3591.8kWh、１日平均119.7kWh

ということで、順調に発電されている。 

 

坂本議員：23ページ「区庁舎・区民利用施設修繕費」の公用車の修繕

とは何をするものか。 

 

藤咲総務課長：公用車を運転中に事故等でぶつけた場合について、修

繕等を行っている。 

 

坂本議員：戸塚区の区民利用施設ではトイレの洋式化の割合はどの程

度か。 

 

岩崎地域振興課長：地区センター等の公共施設だと、ほぼ９割が洋式

化されている。戸塚公会堂のように個室の便器数が多いところだと、

１つや２つほど和式を残しているところもある。 

 

備  考  

 


